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徳田新町長が就任

まちの話題

お知らせ　ほか

玉黄金

11月号の主な内容男女の掛け合い威勢よく

　１０～１１月、各集落で豊作祈願や家庭繁栄

などを祈る「種おろし」がありました。中戸口

集落では、２日間にわたりヤーマワリ（家回り）。

チヂンの音と老若男女の掛け合いが、夜遅くま

で響き渡りました。
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本
日
就
任
に
あ
た
り
、

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
先
の
町
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
町
民
の

み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
信
任

を
賜
り
、
第
10
代
龍
郷
町

長
と
し
て
１
期
目
の
町
政

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
期

待
の
大
き
さ
を
実
感
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
期
待
に
こ
た

え
る
べ
く
、
強
い
使
命
感

を
持
っ
て
精
一
杯
の
努
力

を
し
て
ま
い
る
べ
く
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
支
え
て
く
れ
ま
し
た

広報たつごう　２

　

新
し
い
龍
郷
町
へ-

。
任
期
満
了
（
平
成
25
年
11
月
９
日
）
に
伴

う
龍
郷
町
長
選
挙
が
10
月
20
日
に
あ
り
、
本
町
の
新
た
な
町
長
が
誕
生

し
ま
し
た
。
町
政
の
か
じ
取
り
役
と
な
る
の
は
、
徳と
く
だ田
康や
す
み
つ光
町
長
。
町

民
の
期
待
と
希
望
を
背
に
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

徳
田
町
長
は
、
５
日
間
に
わ
た
る
選
挙
戦
で
「
人
材
の
育
成
」「
雇

用
の
確
保
」
な
ど
を
政
策
の
柱
と
し
て
強
調
。
本
町
の
さ
ら
な
る
発
展

に
期
待
を
寄
せ
る
町
民
の
心
を
つ
か
み
、
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

迎
え
た
11
月
11
日
午
前
９
時
、
町
役
場
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
中
央
公
民
館
で
就
任
式
が
あ
り
、
新
町
長
と
し
て
の
決
意
を
力
強

く
述
べ
ま
し
た
。
当
日
は
町
職
員
の
ほ
か
、
多
く
の
支
持
者
に
も
出
迎

え
ら
れ
、″
徳
田
町
政
″
の
船
出
を
迎
え
ま
し
た
。

地
域
資
源
を

「た
て
糸
」

創
意
工
夫
を

「よ
こ
糸
」

 「
徳
田
町
政
」
船
出

支
持
者
、
後
援
会
、
そ
し
て

有
権
者
の
み
な
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年

は
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
節
目
の

年
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
日

本
復
帰
60
周

年
、
来
年
３
月

が
期
限
切
れ

と
な
る
奄
振
延

長
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
、
そ

し
て
将
来
10
年

間
の
龍
郷
町
の

動
き
を
決
定
す

る
で
あ
ろ
う
第

５
次
龍
郷
町
総

合
振
興
計
画
の

策
定
と
、
目
白

押
し
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
来
年
は
龍

郷
町
町
制
施
行
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま

た
、
再
来
年
に
は
国
民
文
化
祭
の
実
施
が

決
ま
っ
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

【就
任
あ
い
さ
つ
】
（要
約
）

徳
とくだ

田 康光 町長

新
し
い
龍
郷
柄

（町
）
へ多くの町民らに出迎えられた徳田町長



早
急
に
解
決
し

て
い
く
こ
と
が

龍
郷
町
の
発
展

に
大
き
く
つ
な

が
る
も
の
だ
と

思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
み
な

さ
ま
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
し

て
、
私
の
町
長

就
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

３　広報たつごう

【プロフィール】
昭和 34 年 12 月　安木屋場に生まれる
昭和 53 年 33 月　県立奄美高等学校卒業
昭和 53 年 34 月　光亜証券株式会社入社
昭和 56 年 35 月　龍郷町役場入職
平成 37 年 36 月　自治大学校卒業（研修）
平成 21 年 12 月　総務課長
平成 25 年 34 月　総務企画課長
平成 25 年 35 月　龍郷町役場退職

平成 25 年 10 月 20 日執行の
　　　　龍郷町長選挙において初当選

【任期】　平成 25 年 11 月 10 日
　　　　　　　～平成 29 年 11 月 9 日

【趣味】釣り、映画鑑賞
【座右の銘】いばらず、くさらず、せかず、ゆるまず

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
４
年
間
は
、
龍
郷

町
の
将
来
を
左
右
す
る
大

事
な
４
年
間
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る

町
政
運
営
と
仕
組
み
づ
く

り
を
し
っ
か
り
と
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す

が
、
選
挙
後
の
し
こ
り
、

確
か
に
ご
ざ
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
し
こ
り
を
み

な
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て

　

こ
の
よ
う
な
大
型
周
年

事
業
等
を
絶
好
の
機
会
と

と
ら
え
、
本
町
が
有
す
る

歴
史
や
自
然
、
地
理
的
条
件

な
ど
を
活
か
し
た
観
光
や

交
流
の
推
進
に
取
り
組
み
、

交
流
人
口
や
定
住
人
口
の

増
加
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

大
島
紬
に
例
え
る
な
ら

ば
、
龍
郷
町
の
地
域
資
源

を
「
た
て
糸
」
に
、
町
民

一
人
一
人
の
創
意
工
夫
を

「
よ
こ
糸
」
に
し
て
、
新

し
い
龍
郷
柄
、
新
し
い
龍

郷
町
を
み
な
さ
ま
と
一
緒

に
作
り
出
し
て
い
き
た
い

力強く決意を述べた就任あいさつ

笑顔で初登庁する徳田町長 当選証書の付与式
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ま
ち
の
話
題

11/3

（日）

　

第
67
会
県
民
体
育
大
会
（
県
体
）
の
全
空

連
空
手
道
競
技
が
り
ゅ
う
ゆ
う
館
で
あ
り
、

龍
郷
町
で
の
地
元
開
催
と
な
っ
た
大
島
地
区

が
４
年
ぶ
り
の
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
を
記
念
し
た
同
大

会
。
県
内
各
地
か
ら
強
豪
が
集
い
、
組
手

と
形
の
各
部

門
で
熱
戦
を

展
開
し
ま
し

た
。

　

円
集
落
に

住
む
中
田
大

智
さ
ん
（
大

島
高
校
）
も

出
場
。
地
元

の
大
き
な
声

援
を
背
に
、

鍛
錬
の
成
果

を
発
揮
し
ま

し
た
。

大
島
地
区
が
地
元
優
勝

　
　

県
体
空
手
道
競
技

11/5 

（火）

　

大
島
高
校
３
年
の
納
稚
乃
さ
ん
（
大
勝
集
落
）

が
こ
の
ほ
ど
、
東
京
で
行
わ
れ
た
第
68
回
国
民
体

育
大
会
（
東
京
国
体
）
の
少
年
少
女
共
通
や
り
投

げ
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
後
に
町
役
場
を

訪
れ
、
結
果
（
20
位
）
を
報
告
。「
大
学
進
学
後

も
競
技
を
続
け
、（
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
）

恩
返
し
を
し
た
い
」と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

納
さ
ん
は
小
中
学
校
で
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
が
、
陸
上
関
係
者
の
助
言
で
や
り
投
げ

に
転
向
。
競
技
歴
は
浅
い
も
の
の
、
県
高
校
総
体

で
優
勝
し
て
標
準
記
録
を
突
破
す
る
な
ど
、
目
覚

ま
し
い
活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
出
身
の
国
体
出
場
選
手
と
し
て
、

後
輩
た
ち
の
目
標
と
し
て
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

納
稚わ

か

の乃
さ
ん
（
大
勝
）

　
　
　

東
京
国
体
に
出
場

11/16 

（土）

　

町
民
手
作
り
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
龍
音
祭
」
が
り
ゅ
う
ゆ
う
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
復
帰
60
周
年　

奏
で
よ
う
音
が
紡
ぐ
時
の
軌

跡
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
民
を
中
心
に
15
組
が
出
演
。
幅
広
い
楽
曲
で

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
、
節
目
の
年
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
で
11
回
を
迎
え
た
恒
例
イ
ベ
ン
ト
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
新
民

謡
、
童
謡
な
ど
30

曲
以
上
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
日
の
た

め
に
結
成
さ
れ

た
龍
音
祭
混
声

合
唱
団
は
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
生

演
奏
で
「
日
本
復

帰
の
歌
」「
朝
は

あ
け
た
り
」
を

歌
い
、
復
帰
当
時

の
喜
び
を
再
現
。

多
く
の
聴
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
。 ハ

ー
モ
ニ
ー
に
う
っ
と
り

　
　
　

町
民
手
作
り
の
「
龍
音
祭
」
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公共事業入札の公表 平成 25 年 9 月

平成 25 年 10 月



か
け
て
く
れ
な
い
、
ど
う
も
納
得
が
い
か

な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
検
察

官
の
し
た
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
「
検
察
審
査
会
」
が

あ
り
ま
す
。
同
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持

つ
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11

人
で
組
織
さ
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
員
は
、
毎
年
３
、６
、９
、
12

月
に
選
ば
れ
、
任
期
は
６
カ
月
間
で
す
。

検
察
審
査
員
の
仕
事
は
一
般
の
常
識
で
判

断
で
き
、
法
律
な
ど
の
専
門
的
な
知
識
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
も
い
つ
か
検
察
審
査
員
に
選
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
選

ば
れ
た
時
に
は
、
一
般
市
民
の
代
表
と
し

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
鹿
児
島
検
察
審
査

会
事
務
局
（
鹿
児
島
市
山
下
町
13
‐
47

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
内
）
☎
０
９
９
‐

８
０
８
‐
３
７
１
９

９　広報たつごう

　

龍
郷
町
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

人
権
擁
護
委
員
が
お
り
、
地
域
に
密
着
し

た
存
在
と
し
て
様
々
な
人
権
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
12
月

９
日
（
月
）
に
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
家
庭
内
の
相
談
事
や
隣
近
所
と
の
ト

ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
悩
み
や
困

り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
人
権
擁
護
機
関
で
は
人
権
週
間

以
外
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
【
特
設
人
権
相
談
】

開
設
日　
　

平
成
25
年
12
月
９
日
（
月
）

開
設
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

開
設
場
所　

龍
郷
町
中
央
公
民
館

　
【
私
た
ち
の
町
の
人
権
擁
護
委
員
】

　

松
田
秀
樹
さ
ん
／
平
久
美
さ
ん
／
重
村

洋
一
さ
ん

　
【
人
権
擁
護
機
関
の
相
談
窓
口
一
覧
】

　

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　

☎
０
９
９
‐
２
５
９
‐
０
６
８
４	

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

　
　

☎
０
９
９
７
‐
52
‐
０
３
７
６

（
※
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
以
外
の
通

話
料
は
相
談
者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　

パ
ソ
コ
ン
か
ら　

http://w
w

w
.m

oj.
go.jp/JIN

KEN
/jinken113.htm

l

　

携
帯
電
話
か
ら　

http://w
w

w
.

jinken.go.jp/soudan/m
obile/001.

htm
l

◆
放
送
大
学

　
　

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

◆
検
察
審
査
員
に

　
　
　

選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を

　

◆
12
月
４
日
～
10
日
は

　
　
　
　
　
　
　

「
人
権
週
間
」

◆
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

 
 
 

啓
発
週
間(

12
月
10
～
16
日)

　

平
成
18
年
６
月
に
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識

を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携

し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
及
び
そ
の
抑
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
拉
致
問
題

そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

　

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大
学
で
は

平
成
26
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。
資
料
を

無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
９
‐
２
３
９
‐

３
８
１
１
）
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。
放
送

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

　

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
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龍郷町の人口
平成 25 年 10 月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

2,989

6,169
　
2,985

3,184

+6
　
+11

+3

+8

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
10
月
届
出
】

坂
元　

隆
江

泉　

ナ
ツ
エ

関
本　

千
明

祝　

義
滿

山
口
　
照
二

宮
之
原
　
辰
也 （

90
）

（
91
）

（
69
）

（
93
）

（
79
）

（
66
）

浦嘉
渡

中
勝

幾
里

下
戸
口

浦

【
10
月
届
出
】

則
岡　

那な
な奈

山
本　

礼れい
さ紗

益
満　

流
り
ゅ
う
せ
い星

山
田　

果か
ほ歩

里
園　

楓ふう
こ子

宮
﨑　

龍りゅ
う
た
ろ
う

太
朗

  

榮  　

柑か
ん
な那

瀬
留

中
勝

瀬
留

下
戸
口

大
勝

大
勝

大
勝

保
護
者
名

孝
幸

教
嗣

一
月

大
輔

正
登
志

臣
一
朗

勝
博

香
典
返
し
お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
10
月
届
出
】

・
下
戸
口
の
山
口
浩
さ
ん
（
故
山
口
照
二
さ

ん
の
子
）

・
千
葉
県
の
宮
之
原
崇
さ
ん
（
故
宮
之
原

辰
也
さ
ん
の
子
）

香
典
返
し
お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

・
千
葉
県
の
宮
之
原
崇
さ
ん
（
故
宮
之
原

辰
也
さ
ん
の
子
）
か
ら
浦
集
落
へ
。

・
幾
里
の
祝
サ
エ
コ
さ
ん
（
故
祝
義
滿
さ

ん
の
妻
）
か
ら
幾
里
集
落
、
幾
里
老
人
ク

ラ
ブ
稲
穂
会
へ
。

・
下
戸
口
の
山
口
浩
さ
ん
（
故
山
口
照
二

さ
ん
の
子
）か
ら
下
戸
口
老
人
ク
ラ
ブ
へ
。

・
大
勝
の
里
阿
佐
緒
さ
ん
（
故
里
ア
キ
子

さ
ん
の
夫
）
か
ら
愛
寿
園
へ
。

【
訂
正
】
広
報
10
月
号
掲
載
分
で
記
事
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
龍
郷
の
森
田
カ
ヲ

リ
さ
ん
（
故
森
田
信
彦
さ
ん
の
妻
）
に
訂

正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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12 月行事予定表

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

３（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館
４（水）じゃがいも会 13：30 ～ 〃

５（木）
1 歳 6 か月児健診 13：00 ～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃

６（金）キッズサークル 10：00 ～ 〃
10（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ 〃

12（木）
厚生連健診結果報告会   8：00 ～ 中央公民館
乳幼児健診 12：30 ～ どぅくさぁや館
でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃

14（土）第３回龍郷町島唄大会 18：30 ～ 中央公民館

17（火）
元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館
お腹すっきり運動教室 19：30 ～ 〃

19（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃
20（金）キッズサークル 10：00 ～ 〃
22（日）第 43 回龍郷町ロードレース大会ほか   9：30 ～ マラソン公認コース
24（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館
26（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

12 月のどぅくさ会
時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
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玉黄金満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
子
た
ち
に
誇
れ
る
町
を

み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

11
月
生
ま
れ 碇山　月子

いかりやま　つきこ

Ｈ２4. １１.16　生

父 翼　母 小百合　瀬留

ちゃん  平　 那生
たいら　    な お

Ｈ２4. １１.13　生

父 純也　母 由希子 赤尾木

ちゃん

佐々木　翔
　 ささき　　 かける

Ｈ２4. １１.18　生

父 睦　母 美鈴　浦

くん

　

第
41
回
北
大
島
地
区
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
10
月
30
日
、
龍
郷
町
中
央
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
あ
り
ま
し
た
。
地
元
開
催
と
な
っ

た
本
町
は
Ａ
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
。
Ｂ

チ
ー
ム
も
４
位
に
入
る
な
ど
、
ハ
ツ
ラ
ツ

と
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
の
開
催
は
７
年
ぶ
り
。
奄
美
大

島
と
喜
界
島
の
６
市
町
村
か
ら
約
３
０
０

人
の
選
手
団
が
集
ま
り
、
応
援
席
か
ら
の

声
援
を
受
け
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰
60
周

年
を
記
念
し
て
復
帰
運
動
も
再
現
。
町
老

人
ク
ラ
ブ
女
性
部
会
が
復
帰
を
願
う
旗
な

ど
を
掲
げ
、
場
内
を
行
進
し
ま
し
た
。

山田　陽向
 やまだ　　ひなた

Ｈ２4. １１.6　生

父 信也　母 淳　赤尾木

ちゃん

 西　ちひろ
 にし　　　ちひろ

Ｈ２4. １１.17　生

父 智己　母 さやか　瀬留

ちゃん 山田　佳蓮
 やまだ　　 かれん

Ｈ２4. １１. １６　生

父 隆博　母 奈美恵　川内

ちゃん  里　 勇信
 さと　    ゆうしん

Ｈ２4. １１. １６　生

父 康一郎　母 陽子 赤尾木

くん


